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全日程終了

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

（閉会式直後、顧問会、九州予選打合）

15:30

16:00

17:00 競 技 終 了

閉 会 式

14:20

14:40

表 彰

成 績 発 表

開 会 式

競 技 開 始

閉 会 式

8:00

8:30

１． 開 式 通 告

9:30

４．

５．

６．

４． 選 手 宣 誓

５． 閉 式 通 告

３．

開 会 宣 言

審 判 長 諸 注 意

開 会 式

１．

Ｍ4×＋

3回目

２．

１

１

③

３．

Ｗ2×

３③

Ｍ２× ４

14:10 男 子 ク オ ド ル プ ル

③

③

４

14:00

女 子 ダ ブ ル ス カ ル

③

③

3回目

3回目 Ｗ4×＋

14:00

男 子 ダ ブ ル ス カ ル

女 子 ク オ ド ル プ ル

3回目 Ｗ1×

13:50

女 子 シ ン グ ル ス カ ル

3回目

代 表 者 会 議

公 式 練 習 終 了

艇 庫 閉 鎖

11:00

講 評

13:40

県ボー ト協会会長挨拶

閉 会 宣 言

２． 大 会 会 長 挨 拶

昼 食 ・ 休 憩

女 子 ダ ブ ル ス カ ル

女 子 ク オ ド ル プ ル

12:10

平成25年10月19日(土) 平成25年10月20日(日)

9:00 審 判 役 員 会 議

男 子 シ ン グ ル ス カ ル 3回目 Ｍ１× 5

2回目 Ｍ4×＋ ② 4

11:50 2回目

Ｗ4×＋ ②12:00 １

１

2回目 Ｗ1× ②

4

Ｗ2×

Ｍ２×

②2回目

休 憩

② 5Ｍ１×

3

①

Ｗ2× ①

②

12:00

男 子 ダ ブ ル ス カ ル

4

3

5

10:00

9:40

4

女 子 ダ ブ ル ス カ ル

Ｍ１× ①1回目

1回目

Ｍ２×

①

Ｍ4×＋

Ｗ4×＋女 子 ク オ ド ル プ ル 1回目

１

女 子 シ ン グ ル ス カ ル

①

① １

10:10

1回目

Ｗ1×

男 子 ク オ ド ル プ ル

男 子 ク オ ド ル プ ル

平成25年10月20日(日)

13:30

2回目

11:40 女 子 シ ン グ ル ス カ ル

男 子 シ ン グ ル ス カ ル ２回目

1回目

9:30 男 子 シ ン グ ル ス カ ル

男 子 ダ ブ ル ス カ ル 1回目

大 会 日 程

競 漕 日 程

11:30

配 艇 受 付 開 始

9:50

10:00
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No. 発艇定刻 種 目 種 別 レーン 記 録 順位 備 考 艇数

1 棄権

2 4分13秒25 1

3 4分17秒96 2

4 4分19秒93 3

5 4分33秒49 4

2 5分41秒91 3

3 4分17秒96 2

4 4分12秒51 1

1 3分39秒59 2

2 3分55秒94 4

3 3分40秒39 3

4 3分33秒25 1

5 4分01秒12 5

4 10:00 Ｗ２× １回目 2 4分28秒54 1 １

5 10:00 Ｗ４×＋ １回目 3 4分11秒11 1 １

2 3分31秒40 2

3 3分49秒78 4

4 3分24秒96 1

5 3分40秒25 3

1 棄権

2 4分38秒45 4

3 4分26秒64 2

4 4分23秒89 1

5 4分28秒93 3

2 4分42秒25 2

3 5分54秒82 3

4 4分31秒42 1

1 3分48秒60 2

2 4分09秒60 5

3 4分02秒80 3

4 4分07秒68 4

5 3分43秒99 1

4

3

川 内 高 校

川 内 商 工

鹿 屋 工 業 Ａ

鹿 屋 高 校

8 11:40 Ｗ１×

２回目Ｍ２×9 11:50

2回目

7 11:30 Ｍ１× ２回目

休 憩

46

5

三浦（川内商工）

中之薗（川内商工）

尾長谷（鹿屋工業）

木下（鹿屋工業）

川 内 高 校 Ｂ

鹿 屋 工 業

Ｍ２×

鹿 屋 高 校

4

10:10

川 内 高 校

川 内 高 校 Ａ

鹿 屋 高 校

鹿 屋 工 業 Ｂ

Ｍ４×＋ １回目

競 漕 組 合 せ お よ び 結 果 の 記 録

Ｍ１× １回目9:30

家吉（川内高校）

全種目 九州大会予選

3

ク ル ー 名

三浦（川内商工）

5

平成25年10月20日(日)

1

木下（鹿屋工業）

尾長谷（鹿屋工業）

鹿 屋 高 校

溝 口 （ 川 内 ）

中之薗（川内商工）

宮園（鹿屋工業）

上京（鹿屋高校）

川 内 高 校

鹿 屋 工 業 Ａ

1回目2 9:40 Ｗ１×

1回目3 9:50 川 内 商 工

宮園（鹿屋工業）

家吉（川内高校）

上京（鹿屋高校）

溝 口 （ 川 内 ）

鹿 屋 工 業 Ｂ

3



10 12:00 Ｗ２× ２回目 3 4分39秒04 1 １

11 12:00 Ｗ４×＋ ２回目 2 4分19秒22 1 １

2 3分45秒61 4

3 3分43秒59 3

4 3分32秒78 2

5 3分27秒48 1

1 棄権

2 4分20秒26 1

3 4分30秒76 3

4 4分27秒34 2

5 棄権

2 5分29秒51 3

3 4分24秒98 1

4 4分37秒28 2

1 3分49秒97 3

2 3分58秒83 4

3 4分01秒49 5

4 3分34秒26 1

5 3分43秒92 2

16 14:00 Ｗ２× ３回目 2 4分30秒71 1 １

17 14:00 Ｗ４×＋ ３回目 3 4分13秒10 1 １

2 3分26秒97 1

3 3分38秒95 3

4 3分54秒92 4

5 3分34秒58 2

14 13:40 Ｗ１×

川 内 高 校

４

川 内 高 校

鹿 屋 工 業 Ａ

鹿 屋 高 校

15 13:50 Ｍ２× ３回目

４

川 内 高 校 Ａ

18 14:10 Ｍ４×＋ ３回目

鹿 屋 工 業

鹿 屋 工 業 Ｂ

5

川 内 商 工

３回目 ３

家吉（川内高校）

上京（鹿屋高校）

鹿 屋 高 校

4

川 内 高 校

13:30 Ｍ１× ３回目

12 12:10 Ｍ４×＋ ２回目

川 内 高 校 Ｂ

鹿 屋 高 校

川 内 高 校 Ａ

鹿 屋 工 業

宮園（鹿屋工業）

鹿 屋 高 校

鹿 屋 高 校

川 内 高 校 Ｂ

昼食・休憩

13

三浦（川内商工）

木下（鹿屋工業）

中之薗（川内商工）

尾長谷（鹿屋工業）

溝 口 （ 川 内 ）
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① 鹿屋工業高校

2 鹿屋工業高校

③ 川内商工高校

① 鹿屋高校

② 鹿屋工業高校

3 川内高校

① 鹿屋高校

② 川内高校

3 川内商工高校

① 川内高校

2

3

① 鹿屋工業高校

② 川内高校

3 鹿屋高校

① 鹿屋高校

2

3

大会結果

※1・2位は全国選抜九州予選会へ。九州予選会要項に
「原則，同種目での同校2クルー出場不可」の条項あり。ゆ
えに男子シングルスカル県代表２位は，繰り上がって「川
内商工高校」となった（溝口・三浦は棄権レースがあったた
め，順位なし）。県代表権獲得は，○付数字の10クルー。

男子シングルスカル

木下 皓平

尾長谷 美憲

中之薗 諒一

女子シングルスカル

上京 未来

宮園 瑞貴

家吉 ことね

男子ダブルスカル

女子舵手付きクオドルプル

女子ダブルスカル

男子舵手付きクオドルプル
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シート 氏 名 学年 シート 氏 名 学年

Ｓ 久保 康平 2 Ｓ 新屋 拓海 1
３ 吉野 悠貴 2 ３ 松田 智博 1
２ 三本 俊太郎 2 ２ 森田 涼太 1
Ｂ 尻無濵 良太 2 Ｂ 三浦 一朗 1
Ｃ 和田 朋 2 Ｃ 安永 勇希 1
補 補 東別府 雄 1
補 補

シート 氏 名 学年 シート 氏 名 学年

Ｓ 牧内 航太 2 Ｓ 西小野 康平 2
３ 角 柊人 1 ３ 若松 亮太 2
２ 今坂 弘樹 1 ２ 小園 凌平 1
Ｂ 寺村 郁哉 2 Ｂ 内山 光太朗 1
Ｃ 小平 雄飛 2 Ｃ 内和田 純平 1
補 補
補 補

鹿屋工業高校 鹿屋高校

出 漕 ク ル ー 名 簿

第20回 鹿児島県高等学校新人ボート競技大会

男子舵手付きクォドルプル

川内高校Ａ 川内高校Ｂ
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シート 氏 名 学年 シート 氏 名 学年

Ｓ 木場 賢仁 2 Ｓ 福山 功大 2
Ｂ 永吉 雄大 2 Ｂ 大山 雄大 2
補 補

シート 氏 名 学年 シート 氏 名 学年

Ｓ 馬場 翼 1 Ｓ 新原 浩太郎 1
Ｂ 大津 拓未 1 Ｂ 中牧 幸平 1
補 補

シート 氏 名 学年

Ｓ 江島 航 2
Ｂ 小川 雄也 2
補

シート 氏 名 学年 シート 氏 名 学年

Ｓ 中之薗 諒一 2 Ｓ 溝口 武 2
Ｓ 三浦 瑛士 1

シート 氏 名 学年

Ｓ 木下 皓平 1
Ｓ 尾長谷 美憲 1

鹿屋工業高校

川内高校

鹿屋高校

男子ダブルスカル

川内商工高校

鹿屋工業高校Ａ 鹿屋工業高校Ｂ

川内商工高校 川内高校

男子シングルスカル
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シート 氏 名 学年

Ｓ 小森 もも子 2
３ 川添 綾乃 1
２ 友岡 蓮菜 Ⅰ
Ｂ 本倉 佳奈 2
Ｃ 戸田 朱香 1
補 桝井 麻衣 1
補

シート 氏 名 学年

Ｓ 小林 明日香 1
Ｂ 上原 奈津美 1
補

シート 氏 名 学年 シート 氏 名 学年

Ｓ 宮園 瑞貴 2 Ｓ 上京 未来 2

シート 氏 名 学年

Ｓ 家吉 ことね 1

鹿屋高校

女子シングルスカル

女子舵手付きクォドルプル

女子ダブルスカル

川内高校

鹿屋工業高校 鹿屋高校

川内高校

7



…

…

（Ｓサイドのリガーなし。但し，女子４×＋のリガーで代用可能）

…

…

・鹿屋工業高校Ａ … さくらじまⅠ

・鹿屋工業高校Ｂ …

・鹿屋高校 …

・川内商工高校 …

・川内高校 …

…

…

…

…

…

… 自艇でお願いします

…

…

…

…

19日までに決定する予定。
かごしま（白艇）で揃える。

ありあけ10

・家吉（川内高等学校）

・宮園（鹿屋工業高等学校）

・上京（鹿屋高等学校）

○ 女子２×

ありあけ８

・ （鹿屋工業高等学校） ありあけ７（シートなし）

・溝口（川内高等学校） ありあけ９

・ （鹿屋工業高等学校）

・鹿屋工業高等学校Ａ みやのうら４

さくらじまⅡ

・鹿屋高等学校

・中之薗（川内商工高等学校） ありあけ６

・三浦（川内商工高等学校）

・川内高等学校Ａ みやのうら２

・川内高等学校Ｂ みやのうら３

○ 女子１×

・川内高等学校 サザン（黄）

● 男子１×（すべて県艇、白色）

● 男子２×（すべて県艇、黄色）

さくらじまⅤ

◆ 水上練習については、別紙「大隅湖航行経路（水域）及びボートコース」の指示に従ってくださ

◆ 靴等のサイズが合わない場合は、各団体の責任で持参したものと取り替えてください（当方では

準備しません）。なお、取り替えた場合は、艇返納時に確実に現状復帰してください。

【配艇について】

◆ 艇を破損したり部品等を紛失した場合、各団体の責任で確実に修復（弁償）していただきます。

い。

● 男子４×＋

さくらじまⅢ

さくらじまⅣ

○ 女子４×＋

・鹿屋高等学校 みやのうら１

8



大隅湖航行経路（水域）及びボートコース

つり橋

線審台
判定台

9

衝突事故多発地点！
1000ｍコース利用クルーに注意！

センターライン（ブイ） ※右側通行厳守！

練習（回漕）時の航行経路

※練習配艇日と大会当日は１０００ｍコース利用クルーを優先します。
※練習（回漕）中のクルーは、図に示したようにコースを避けるように通過

するか、あるいは他のクルーがコースを利用していないことを確認の上、
速やかにコースを横切るようにしてください。

※逆漕は厳禁です。

高隈ダム

発艇台

判定台

本部席

艇庫



スリット

← 決勝線（1000m）

線審台

ステッキ
ボート

← センターライン（ブイ）

大隅湖ボートコース概略図

1
0

3レーン 3レーン

1レーン

5レーン 1レーン

2レーン

200m 100m

4レーン 2レーン

1005m 900m 800m 700m

5レーン

4レーン

500m 0m300m400m600m

判定台

スリット

← 発艇線（0m）

発艇台

目標板目標板

（赤）

（白）

（青）

（黄）

（緑）

本部席

※上図は、満水時の大隅湖の地形及びボートコースの各種施設の位置関係等を示したものです。
実際のものと比較した場合、縮尺や配置等に多少の誤差があります。

センターライン（ブイ） →

★コース上のブイは、25ｍおきに設置されています（決勝線を除く）。
★100m、250m、500m、750m、900m、1005mには赤色のブイが、それ以外には黄色のブイが設置されています。



第３６条

② （※省略）

止していなければならない。回漕中に本条に違反して警告を受けたクルーは、不正スタート

が１度あれば除外とする。

第３２条

競漕中、回漕クルーは競漕水域の外側で、競漕の１００ｍ手前から競漕が通過するまで停

② やむを得ない理由により遅延するクルーは、あらかじめその理由を最寄りの審判員に申

し述べ、審判長の許可を得なければ失格とする。

のボールを取り付けなければならない。本条に違反しているクルーは出漕できない。

第３０条

① クルーは、出漕に際し統一したユニフォームを用い、不ぞろいな服装をしてはならない。

★競漕規則（一部抜粋）

第９条

すべての競漕艇は、艇首に直径４ｃｍ以上のゴム又は類似の材質で、かつ中空でない白色

第３４条

③ 発艇員は、発艇定刻に到達していないクルーを待つことなく発艇することができる。こ

の場合、そのクルーを失格とする。

① 出漕クルーは、発艇定刻２分前までに所定の発艇位置に着かなければならない。本項に

違反したクルーは、発艇時における不利益を理由に異議を申し立てることはできない。

艇を妨害してはならない。

本項に違反して自己を有利にしたと認められた場合は、主審の決定に従わなければなら

らに明瞭な間をおいて「go（ゴー）」の発艇号令を発すると同時に赤旗を振りおろす。

（２） （※省略）

いずれの場合もひとたびロールコールが始まったら、各クルーは艇の方向を定めなけれ

ばならない。

第３７条

同一競漕で２度不正スタートを犯したクルーは、その競漕から除外とする。

発艇員は赤旗と鐘を携行し、各艇が発艇準備を完了したことを確認したのち、次のいずれ

かの号令を下して発艇の合図とする。

（１）発艇員はレーン順に出漕クルーの名前を呼んで、ロールコールを始める。ロールコール

の後、「attention（アテンション）」の予令を発し、明瞭な間をおいて赤旗を掲げ、さ

線審は、不正スタートを認めたときは、競漕を中止させるため、直ちに赤旗を振って発艇

員及び主審に知らせなければならない。

発艇員及び主審は、不正スタート、又は発艇が正常に行われなかったと認めたときは直ち

に鐘を鳴らし、かつ赤旗を振って競漕を中止させなければならない。

第３９条

① 競漕中、各艇は自己のレーンを進行しなければならない。他のレーンを侵害したり、他

ない。

② 同一所属団体の複数のクルーが同一競漕に出漕し、その内の１艇が悪意で他艇に接触し
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（３）クルーの安全および艇と装備を損傷から守るために必要な場合

（３）の時、主審は白旗を上げてクルーの注意を喚起し、操舵指示または「止まれ」の

た又は他艇を妨害した、と見なした場合、主審は、その所属団体の当該レースに参加して

いた全クルーを除外とし、必要な場合はその全クルーの失格を審判長に具申する。

第４２条

号令を掛けて、そのクルーを止めてもよい。

第５８条

を主張することはできない。

ただし、発艇区域内（発艇線より１００ｍ以内）で、クルーが艇または装備に故障が生じ

たことを表明したら、発艇員または主審はレースを止めなければならない。発艇区域内で起

こった損傷については、主審が決定する。

舵手を欠いて決勝線を通過したクルーは競漕から除外とする。

スカル漕手は、落水後、自力で乗艇し決勝線通過まで漕ぎ続けた場合は着順を認める。

主審は、クルーに進路又は操舵に関する指示を与えてはならない。ただし、下記の場合、

警告を発することができる。

（１）他艇を妨害する危険がある場合

（２）接触を起こす危険がある場合

いかなるクルーも定員を欠いて競漕に参加することはできない。ただし、競漕中、不可抗

力により漕手が水中に落ちてもその競漕は有効と見なし、着順を認める。

接触、又は他の原因により生じた損害は、それを引き起こしたクルーの所属団体が補償す

るものとする。

第５１条

第４５条

競漕に参加したクルーは、競漕中に受けた（艇等の）損傷を理由に競漕の延期、又は無効

第４６条

競漕中の一般立入禁止の区域は何れも両岸に設けることを原則とし次のとおり定める。

（１）発艇線を中心とし、上下各５０ｍ

（２）決勝線を中心とし、上下各２０ｍ

ただし、競漕委員会が別に定めた場合はこの限りではない。
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栄光の跡～鹿児島県高等学校新人ボート競技大会優勝校一覧

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子
６
７ 鹿屋 鹿屋 鹿屋 出漕無し 鹿屋工業(柳崎) 鹿屋(井之上)

８ 川内 鹿屋 川内 鹿屋農 鹿屋(長屋) 出漕無し
９ 鹿屋農 鹿屋 川内 鹿屋農 鹿児島中央(岡山) 鹿屋(川畑)

１０ 鹿屋農 鹿屋 鹿屋 出漕無し 鹿屋(平野) 鹿屋農(立迫)

１１ 鹿屋 川内 川内 鹿屋農 鹿屋工業(伊佐川) 川内(西)
１２ 鹿屋 鹿屋農 鹿屋 鹿屋農 鹿児島中央(岡山) 鹿屋工(野添)

１３ 鹿屋工業 鹿屋 鹿屋農 鹿屋 鹿屋(西木場) 川内(森園)
１４ 鹿屋 鹿屋農 鹿屋工 鹿児島南 鹿屋農(前野) 鹿児島南(寺田)

シングルスカル
備 考年度

舵手付フォア 舵手付クオドルプル ダブルスカル

1
3

１４ 鹿屋 鹿屋農 鹿屋工

１５ 川内 出漕無し 川内 鹿屋農 鹿屋農(木下) 鹿屋(南堂)

１６ 鹿屋 鹿屋 鹿屋工 川内 鹿屋工(梅北) 鹿屋(岩坪)

１７ 鹿屋工 鹿屋 鹿屋工 鹿屋 鹿屋工(八木) 川内(川畑)

１８ 鹿屋工 川内 鹿屋工 鹿屋 鹿屋工(園田) 鹿屋(篠原)

１９ 鹿屋工 鹿屋 鹿屋工 川内 鹿屋工(内之倉) 鹿屋(新留)

２０ 川内 出漕無し 川内 鹿屋 鹿屋工(大隣) 鹿屋(篠原)

２１ 鹿屋工 鹿屋 鹿屋工 鹿屋 鹿屋工(迫田) 川内(横山)

２２ 鹿屋 鹿屋 川内 鹿屋 鹿屋（桑迫） 鹿屋（川村）

23 鹿屋工 鹿屋 川内 川内 鹿屋工(馬場) 鹿屋(柿元)

24 川内 出漕無し 鹿屋工 川内 鹿屋工(川原田) 鹿屋(本倉)

25



このプログラムに記載されている氏名その他の個人情報は、本大会の運営、開催目的達成のた
めのみに利用されるもので、その他の目的には一切利用できません。


